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4 次元ランジュバン模型に基づいて 258Md の核分裂片の質量数と全運動エネルギーの分布を得た。

励起エネルギーを上昇させていき全運動エネルギー分布における対称核分裂モードと非対称核分

裂モードの変遷を調べた。また、高い励起エネルギーではマルチチャンスフィッションを考慮す

る必要があり、TALYS を用いてマルチチャンスフィッション補正を行った。 
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1. 緒言 

 ４次元ランジュバン模型[1]による 258Md のファーストチャンスフィッ

ションでの計算により、励起エネルギーを 15MeV から 18MeV に上げ

ると質量対称核分裂から、質量非対称核分裂する割合が大きくなること

がわかった。より正確なデータを得るため、このエネルギー領域で起こ

るマルチチャンスフィッッション[2]を考慮して計算を行った。 

 

2. 方法 

 本研究では４次元ランジュバン模型によるランジュバン計算を行っ

た。ここで原子核の形状を二中心模型で表し、自由エネルギーに対する殻補

正の温度依存性を近似し[3]、巨視的・微視的手法により自由エネルギー―を

計算した。次に 258Md が 257Md, 256Md になるときの中性子分離エネルギ

ーを求め[4]、それぞれの質量数で核分裂が起こる確率を TALYS で計算

し、マルチチャンスフィッッション補正を行った。 

 

3. 結果・結論 

 図 1,2 はそれぞれ 258Md の励起エネルギー15MeV,18MeV の時の核分

裂片の質量分布である。励起エネルギーを上げると殻効果が小さくなる

ので核分裂片の質量分布の対称性が高くなるが、これらの図より、質量

非対称核分裂する割合が大きくなった。 
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図 1 258Md,15MeV の核分裂収率 

図２ 258Md,18MeV の核分裂収率 
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